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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・小向　ちせ様～東C5

【転出】
・中村　征美様～東D20　→　西A46
・藤井　理代様～東B1　→　西B22 

【転入】
・なし

【部屋移動】
・なし

＜患者様連絡事項＞
・黒澤　まゆみ様～「仕事上のトラブルがあり、早急に対応しなければならない」と退院希望があり、主治医へ報告。退院許可となり、R7.7.4　14：00自宅退院となる。また、退院後は、みちのく記念病院への再受診となり、本人からみちのく記念病院へ連絡済。受診日は未定。診療情報提供書作成依頼済。後日、郵送する事となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。。開放時他室侵入、私物弄り繰り返し自制できず早めに開放観察終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。9：00～16：00までの開放観察指示あり。対面時易怒性や不穏興奮や、他患トラブルなく経過する。自室で臥床し過ごす。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。9：00～16：00までの開放観察指示あり。対面時希死的言動や不
穏興奮なし、他患と適度な交流され過ごす。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・佐藤　朋代様～身体拘束中。本日から午前8時～午後6時までの開放観察拡大の指示有り。午前は自床で過ごされていたが、午後からは「退院します」等と話され来詰することあり。切迫している様子は見られない。拘束部位の皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察＞
・田端　操様～Cユニット空き次第Cユニットへ部屋移動するように指示有り。また易怒性や衝動性継続しており7/9～クエチアピン（12.5）毎食後追加となる。
・長根　瞳様～指示処方変更無し。今後はデポ剤へ変更していく予定。
・小山　久様～本人より排便困難感の訴え有りモビコール処方となる。また西病棟への転出許可あり。
・庭田　久美子様～処方指示変更無し。
・原　まさ様～処方、指示変更無し。来週まで様子をみて今後デポ剤導入していく方針となる。
・高橋　京子様～処方指示変更無し。
・小泉　信吉様～処方指示変更無し。
・袴田　裕國～処方指示変更無し。。
・沼沢　裕子様～退院先は未定、今後の退院先として自宅であれば試験外泊を行う必要性あり。家
族様へ本人の状態お伝えし退院の方向性確認お願いします。


[bookmark: _GoBack]＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年7月4日　　15：25
　氏　　名：小向　ちせ（こむかい　ちせ）様
　生年月日：昭和12年1月2日(88歳)
　病　　名：多発性脳梗塞、せん妄の疑い、知的障害の疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr./柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　R7年6月12日、居室へ火をつけ、居室の畳が半畳焦げてしまっているのを、自宅訪問した保健師が発見。苛々や、睡眠が取れていない状況である事から、三戸中央病院内科受診。火を付けた事について答えられず、また、日中、夜間の奇異行動があり、同日メンタルヘルス科へ紹介となっている。1ヶ月程前より多弁で陽気で絶えず笑顔であり、不眠症状も持続している状態であり、対処的に加療を開始しているが、壁に向かっての独語や、また、同居の娘様が知的障害であり介護負担が大きい事から、入院環境下での薬剤調整目的で、当院へ相談あり。令和7年7月4日、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
